
 

合併住民説明会における主な質疑等 

 

(1／29～2／15 分、件数のないものはすべて 1 件) 

≪総括的事項～基本的項目等≫ 

・資料に示されている調整案が住民に了解されているか。 

・合併の枠組みは、なぜ 2 市 1 町か。 

・尾西市の住民投票を実施してから、説明会を行うべきではないか。 

・木曽川町は合併しなくてもやっていけると思うが、どんなメリットがあるか。(2 件) 

・合併の是非の判断については最終的に議会が持っているので不安である。 

・議会の場所はどう考えているか。 

・北方町の住民に関係のあるメリット、デメリットを説明してほしい。 

・中心部と周辺部で合併の考え方が違うのではないか。 

・事務事業の調整は一宮市に合わせるものが多いが、合併のメリットは人件費、物件費の削

減である。職員を減らしても、今のサービスのまま維持ということなら住民に何もメリッ

トがないのではないか。 

・合併すると、やらなくてもいい事業をやってしまうことはないか。 

・住民意識調査の結果をどう合併に反映していくか。 

・合併市町村振興基金について説明してほしい。 

・大和地区はどうなるか。何かいいことはあるのか。 

・一宮市民にとって何も変わらないので、合併の必要性が見えてこない。 

・早口で説明されても全て理解できない。 

・意見を反映させる場所がない。質疑応答の時間も短い。 

・病院や庁舎が将来中心部へ統一されてしまうのではないか。 

・人口を増やすには具体的に協議する必要があるのではないか。 

・住民説明会について住民へのお知らせが不足している。市の取り組み方に誠意と熱意が感

じられない。 

・多治見市、土岐市の住民投票のことが新聞に載っていたが、住民一人ひとりの隠れた意見

が皆違うということであり、最終的には個人一人ひとりの損得勘定になってくる。一宮市

民の個々の生活が悪くならないようにしてほしい。 

・平成 17 年 3 月を目途にしてこの資料に書いてあることが決定されるということか。 

・今日の参加人数は少な過ぎる。もっと多くの人に聞いてもらいたかったのに残念だ。 

・合併協議の状況報告書は、今日出席していない方にも配られるのか。 

・この資料については、各出張所へ一定部数を配布してはどうか。 

 

 



 

≪住民サービス等個別施策≫ 

・一宮市民会館より収容能力が大きい施設を建設してほしい。 

・通学区域の見直しをしてほしい。 

・国民健康保険税の資産割の段階的廃止により、所得割等が増えるのではないか。 

・木曽川町で実施している全学年 35 人学級や小学 1 年の学級経営補助員の制度及び「教育

特区」の構想などは新市になってどう活かされていくか。 

・下水道設置工事への補助はないか。 

・合併後はごみが増えるので住民説明会等を行い、ごみの減量化に努めてほしい。 

・総合体育館等の箱物をつくるより、学校の耐震化等を進めてほしい。 

・今伊勢のテニスコートは利用人数が多くなかなか利用できない。全天候型のテニス場をつ

くる予定はあるか。また、大きな施設を 1 つつくるのではなく、地域地域に住民が使える

ものをつくってほしい。 

・下水道受益者負担金について、現在進行している工事については 1 平方メートル当たり 190

円以下ということで理解してよいか。 

・光明寺に総合体育館を建設することには反対である。全市民的に見ると不便で使いにくい。

産業体育館のほうが使い易い。 

・丹陽町は、青木川、五条川に囲まれており非常に不便な地域である。稲沢市との境界線も

あるなど道路整備も遅れがちである。合併を期に行政間の境界を見直ししてほしい。 

・全学年 33 人学級にしてほしい。 

・敬老金はなぜ廃止するか。 

・合併すると千秋町でも下水道が早く整備されるか。 

・千秋東小学校下にはまだ児童クラブがないのでつくってほしい。 

・公共交通が千秋町にはないので、巡回バスを千秋町にも走らせてほしい。 

・丹陽南部にも老人いこいの家をつくってほしい。 

・総合体育館に 80 億円もかけるより、ｉバスの路線を増やしたり、特別養護老人ホームを

国道 22 号以東につくるなどしてほしい。(2 件) 

・20 年度の国民健康保険税の所得割の比率、均等割・平等割はどうなるか。 

・中核市になると名古屋市並みの権限が移譲されるということだが、国民健康保険税の減免

制度も名古屋市並みになるのか。 

・老人いこいの家が有料となると聞いたがそうなるのか。また、老人いこいの家の 2 キロ圏

内建設という計画はまだあるか。 

・財政的に苦しいなら、なぜ法人市民税の超過税率をやめるのか。 

・巡回バスについては、合併後一定期間内に調整となっているが、どういう方向で話しが進

められているか。 

・一宮市民憲章の扱いはどうなるか。 

 



 

≪新市建設計画≫ 

・新市建設計画の主要事業に偏りがあるのではないか。 

・主要事業位置図に載っている事業の 1 つ 1 つの事業費を教えてほしい。 

・一宮駅周辺開発事業の事業費はいくらぐらいを見込んでいるか。 

・少子高齢化についての対応策がこの計画には見えない。 

・新市建設の基本方針どおりになるなら、合併に賛成。 

・事業所税は、ある程度の規模がないと課税されない。課税できるような企業の誘致は考え

ているか。 

・ビオトープという言葉は自然のままというドイツ語の合成語であり、イメージと合わない

ので違う説明をしたほうが良いのではないか。 

・主要事業位置図では、国道 22 号以東に事業が載っていないが、今後何もつくらないとい

うことか。 

・木曽川町の文化会館建設について、いつごろからの計画か、施設の規模等内容を聞きたい。 

・少子高齢化社会を迎えるといいながらそれに係る施策が何も書いていない。 

・新市のまちづくりの方向性が、事業を行うだけでは見えてこない。 

・高齢者への日常レベルでの生活援助が具体的に記述されていない。 

・主要事業に具体的金額が書いていないのはなぜか。 

・老人の一人暮らしが増えているが、公共交通機関の拡充の計画はあるか。 

・合併したらまず、命に関わるところから使ってほしい。それから残った分で他のことをや

ってほしい。 

 

≪財政運営≫ 

・人件費の削減、効率化はどう見積もっているか。 

・財政推計で、10 年間で 217 億円の借金することになっているが、歳入－歳出が 197 億円の

プラスになるのはなぜか。 

・財政推計には、主要事業の事業費が入っているか。また、その額はいくらか。 

・合併した場合の 26 年度の市民 1 人当たりの借金と合併しない場合の借金はいくらか。 

・資料には、10 年間の財政推計しかないが、平成 27 年度以降はどうなるか。(5 件) 

・財政推計では、尾西市及び木曽川町の議員報酬はどう見込んであるか。議員報酬は、現行

のままでいってほしい。 

・合併して 10 年は、黒字となっているが、20 年後も黒字かどうか。 

・木曽川町の人件費が、17 年度から 26 年度まで金額が同じであるが、アバウト過ぎではな

いか。 

・財政推計は合併したほうがいいという意図で出されているとしか見えない。 

・合併特例債で借金をして事業をすると、その返済はこの 10 年間の後にもしていかないと

いけいと思われるが、26 年度までに返済は終わるのか。 



 

・合併特例債で充てる事業の公債費はすでに決まっているということか。その返済計画につ

いてもできているならそのシミュレーションを出してほしい。(2 件) 

・合併後の財政推計は、市債を増やして剰余金が出る形になっているように見える。実際に

は債務が増えていくのではないか。 

・財政計画が、合併すると借金が増えるのに赤字にならないのはなぜか。合併すると市債が

217 億円増え、利子も増えるのでもっと赤字になるのではないか。 

・合併した場合の財政推計で 21 年度の歳入で地方交付税が増え、歳出の普通建設事業費が

減っているのはなぜか。 

・財政推計で市債が増えて黒字になっている。最終的に合併特例債に係る事業が 400 億円ほ

どになり、公債費がどんどん増えていくのではないか。26 年度までは黒字になっているが、

それ以降はどうなるか。 

・最終的に特例債で使う事業はいくらになるか。 

・合併すると借金が増えていくような表が示されているが実際にそうなるのか。 

・10 年間の資料は出されているが、10 年後地方交付税が減ってくると思われるが、どうし

てそこまで資料を出さないか。 

・合併することにより借金が増えることになっているが、借金をなくすという感覚で行政を

行ってほしい。 

 

≪議員、職員関係≫ 

・合併すると議員数はどうなるか。また、報酬はどうなるか。 

・木曽川町の議員が一宮市の議員報酬をもらうことがあるか。現状維持でよいのではないか。

(2 件) 

・合併しない場合は、職員の削減はしないということか。 

・一般職員を削減すると、住民サービスの低下にならないか。年寄りが頼りにするのは、機

械の効率化ではなく、人と人との対話である。 

・市会議員は 78 人から 46 人に減らすことは確実なことか。また、職員の削減についてはど

う考えているか。 

・合併すると 37 万人都市になるということだが、他の地域の 37 万人都市の平均的な職員数

はどれくらいか。また、現在の 2 市 1 町の職員数は何人か。 

・議員の報酬は各市町で大きな違いがあるので、真ん中くらいの金額にしてはどうか。 

 

≪住民投票≫ 

・住民投票を実施してほしい。(5 件) 

・一宮市では住民投票を行う考えはあるか。住民投票をしない場合住民の意見はどう判断す

るか。(2 件) 

 


